
復興

自由民主党県議団 20人
改 革 ・ 新 風 15人
県民クラブ・公明 8人
日本共産党県議団 6人
県 政 な が の 6人
無所属改革クラブ 2人
無 　 所 　 属 1人

現員58人
【平成24年4月29日現在】
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予 　 算 　 書

◆正副議長・委員会構成が決まりました◆正副議長・委員会構成が決まりました

◆平成24年2月定例会（2月17日～3月15日）の概要◆平成24年2月定例会（2月17日～3月15日）の概要
　平成24年2月定例会が開催され、知事から平成24年度一般会計予算案、登
山案内人登録制度を創設する「信州登山案内人条例案」、非常勤行政委員の報
酬を日額・月額併用制を基本とする「特別職の職員等の給与に関する条例の一部
を改正する条例案」、人事案などの議案が提出されました。 
　本会議での各党派の代表質問（5名）や一般質問（35名）、各委員会の審査な
どで、当初予算の編成、災害廃棄物の受入れ、水資源の保全、農業・農村の

阿部カラーは、どのように予算に反映されているか。

本県の持つ力や潜在力を活かすという観点で、10の視点を打ち出した。産業
振興や雇用促進につなげるための自然エネルギーの普及拡大、観光や企業
立地を促進する展示会等への出展支援と本県の優れた農畜産物の発信、喫
緊の課題である防災体制・減災対策の推進等に力を入れた。現行の中期計
画推進という視点も含めて編成した。

通常債（建設事業債等）の発行総額等、予算編成は、柔軟で政策的・戦略
的であるべきではないか。

当初予算案における県債償還に充てる公債費は、1,410億円と全体の16.8%
であり、歳出を圧迫している。今後も県債を発行し続けると県債残高は増加
する見込み。子どもたちの世代に付けを回さないため一定の抑制は必要。た
だし、災害や経済対策など緊急の場合は、財源としての活用等、状況に応じ
て柔軟に対応したい。

振興など様々な課題について活発に議論しました。 
　審議の結果、総額8,411億8,696万円の平成24年度一般会計予算案など、
知事提出議案88件を原案のとおり可決・同意しました。 
　議員及び委員会提出議案では、「東日本大震災からの復旧・復興に向けた災
害廃棄物の広域処理の推進を求める意見書案」、「若者の雇用対策の充実・強
化を求める意見書案」など7件を可決しました。

議論１ 平成24年度予算案を可決

平成24年度当初予算編成や
財政運営について議論しました。

Q

A

Q

A

東日本大震災のがれきの処理が進んでいない。この状況をどう捉えている
か。県内への受入れについて、知事はどう指導力を発揮するのか。

国民全体の理解が進んでいないため、がれきの処理が進まない。政府がもっ
ときめ細かな情報提供、説明をしなければいけない。まずは、県内で発生し
た放射性物質を含む廃棄物の処理を市町村と連携しながら進めていきたい。

豪雪地で高齢化率の高い栄村の皆さんが、震災を乗り越えて安心して過ご
せるよう、復興計画には村民の要望を盛り込んでほしい。

栄村では復興計画に村民の要望を反映させるため、村内24か所で懇談会を
開催したり、全世帯を対象に意向調査も実施しており、本年10月末の計画策
定を目指して着手した。県としては、災害に強い道路ネットワーク整備に向け
た県の役割を検討することや、国の十分な財政支援措置の確保、また、県
基金の活用など、必要な財源確保に向けた助言等を行っていく。

議論 2 震災からの復興対策
災害廃棄物の受入れや
栄村の復興計画への支援について
議論しました。

Q

A

Q

A

県議会広報の充実のため、今年度は新聞折込による広報紙を2回発行します
（次回は9月定例会）。6月及び12月定例会分は、新聞紙面に掲載します。県議会広報紙をお届けします。 

総務企画警察委員会総務企画警察委員会

◎小松 稔（自）

議　長
平野　成基

議長就任のごあいさつ

副議長
佐々木　祥二

議会運営委員会議会運営委員会

丸山　栄一（自） 甕　　裕一（改）
古田　芙士（自） 木下　茂人（自）
髙橋　岑俊（自） 寺島　義幸（改）
山岸　喜昭（改） 小松千万蔵（県）
諏訪　光昭（県） 高村　京子（共）
鈴木　　清（政）

◎ ○

自由民主党県議団 （自）
改 革 ・ 新 風 （改）
県民クラブ・公明 （県）
日本共産党県議団 （共）
県 政 な が の （政）
無所属改革クラブ （K）
無 　 所 　 属 （無）
◎委員長　　○副委員長

…………
…………
…………
…………
…………
…………
…………

監査委員監査委員
風間　辰一（自）

倉田 竜彦（改）

○荒井 武志（改）

寺島 義幸（改）

石田 治一郎（自）

小松 千万蔵（県）

下﨑　保（自）

石坂 千穂（共）

萩原　清（自）

向山 公人（政）

県行政の総合的な企画調整、県財政の
状況、県民生活や芸術文化、私学の振
興対策、交通事故・少年非行の防止な
どについて調査や議案などの審査をし
ます。

農政林務委員会農政林務委員会

◎金子 ゆかり（政）

竹内 久幸（改）

○堀場 秀孝（改）

中川 宏昌（県）

望月 雄内（自）

小林 伸陽（共）

木下 茂人（自）

永井 一雄（Ｋ）

清沢 英男（自）
農業、水産業の振興、農村の活性化、
林業の振興、山村の活性化、森林整備
の推進、農林業の災害対策などについ
て調査や議案などの審査をします。

健康福祉委員会健康福祉委員会

◎下沢 順一郎（改）

吉川 彰一（改）

○和田 明子（共）

村上　淳（県）

西沢 正隆（自）

鈴木　清（政）

丸山 栄一（自）

小林 東一郎（Ｋ）

髙橋 岑俊（自）

もたい

高齢者・児童・心身障害者などの福祉、
病気の予防、医療の整備、食品衛生な
どについて調査や議案などの審査をし
ます。

危機管理建設委員会危機管理建設委員会

◎垣内 基良（自）

石和　大（改）

○中川 博司（改）

宮澤 敏文（県）

服部 宏昭（自）

小池 久長（県）

小池　清（自）

高村 京子（共）

依田 明善（改）

高橋　宏（政）

都市計画の策定、道路・河川・砂防・
県営住宅などの建設や管理、建築物・
景観に関する指導、消防・災害対策な
どについて調査や議案などの審査をし
ます。

文教企業委員会文教企業委員会

◎野澤 徹司（改）

小島 康晴（改）

○清水 純子（県）

両角 友成（共）

村石 正郎（自）

宮本 衡司（政）

風間 辰一（自）

今井 正子（無）

今井　敦（自）
学校教育の充実、生涯学習の推進、文
化財の保護、スポーツの振興、公営事
業（電気・水道）の運営などについて調
査や議案などの審査をします。

環境商工観光委員会環境商工観光委員会

◎太田 昌孝（県）

甕　裕一（改）

○続木 幹夫（改）

山岸 喜昭（改）

古田 芙士（自）

諏訪 光昭（県）

本郷 一彦（自）

藤岡 義英（共）

桃井　進（自）
商工業の振興、雇用や労働対策、観光
の振興、国際交流の推進、環境の保全
や廃棄物対策などについて調査や議案
などの審査をします。

議会を円滑に運営するために日程
などを協議します。また、議会の
規律、諸規定などについても話し
合います。

　この度、第86代長野県議会議長に
就任いたしました。
　地方分権が推進される中、地方議会
の果たす役割と責任は、益々大きく、そ
の重要性も増しております。
  こうした中、県議会では、県民の皆様
への積極的なアプローチや情報公開に
より、「開かれた県議会」を構築するとと
もに、チェック機能の強化、政策立案、
政策提言機能の充実など、さらなる改
革に向け努力しているところであります。
  今回、広報の充実を図り、県民の皆
様に、県議会の内容をより広く知ってい
ただくため、広報紙を発行することといた
しました。
  引き続き、県民の皆様の御意見をいた
だきながら、議論の過程を明らかにし、
円滑な議会運営を心がけ、長野県の発
展のため、力を尽くす所存でございます。



信
州
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　1月31日（火）に上田市の上田合同庁舎で、県民の皆様に身近で開かれた県議会を目指した「こん
にちは県議会です」を開催しました。 
　議長、副議長、地元選出議員、県議会広報委員の10議員が出席し、地域の皆様161人に御参
加いただきました。 
　最初に、「県政報告会」を行い、広報委員から議会制度や県議会定例会の概要について紹介しま
した。続いての「ふれあいミーティング」では、今回のテーマである「地域医療の再生と農業を通じ
た地域活性化の取組」に関して、地元で活躍されている3名の方から意見発表をいただきました。 
　その後、来場された皆様方と、県議会に関すること、今回のテーマに関することなど、活発な意
見交換を行いました。

外国資本による森林買収等から水源地や森林などの環境を守るため、水資源
保全地域の指定などの条例制定が必要と考えるがいかがか。

水源地における土地取引の事前届出制度の創設等も視野に入れた具体的
な検討を行う。制度創設にあたり環境審議会に専門委員会を設置して、法
律等の専門家にも参加を求め幅広い観点から検討する。県民の財産である
水資源保全のために、実効性がある制度の創設を行ってまいりたい。

水資源の保全については、土地売買の状況把握だけでは事足りない。もっとも
重要なことは「地下水や湧水を利用する際のルール」や「地下水や湧水を維持
するための仕組み」の構築であるが、どのように取り組んでいくのか。

水資源保全のために、水源林の公的管理、遊休農地の活用、浸透性舗装
の普及による水源涵養対策が重要であり、地域や産業面との関係も含めた
総合的な検討が必要。環境審議会に設置する専門委員会において検討する。
市町村とも十分に連携・協調し、実効性のある水資源保全対策を進める。

議論 3 水資源の保全

可 決
平成24年2月定例会で可決した議員等提出議案一覧

外国資本による森林買収等から
水源地や森林を守るための対策
について議論しました。

こんにちは県議会です （裏面）

Q

A

Q

A

知事が考える農業・農村の再生強化に
向けた骨太の将来ビジョンは。

農業振興には、国際的視点に立った体質強化も必要。
園芸作物やオリジナル品種の生産振興、マーケティング等を進め、競争力・
経営力の高い農業経営者の育成にも重点的に取り組む。担い手対策として、
研修から就農定着、経営安定までをステップアップ方式で支援する事業を創
設し、就農者を応援していく。

魅力ある農業生産、所得が増える農業生産をどう提案していくのか。

安定した所得確保のため、生産者と量販店などとの契約取引への支援や農
産加工など付加価値をつけた製品の販売支援を行っている。また、従来、個
別に取り組んできたブランド化を24年度から生産者・事業者・観光業者など
と一体となってトータルに進め、魅力ある農業を提案していく。

議論 4 農業・農村の再生
農業・農村の再生強化や安定した
農業所得を確保するための対策に
ついて議論しました。

Q

A

Q
A
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意見書は国などに提出し実現を求めました。

ビデオ映像及び開催概要は
県議会ホームページでご覧いただけます。 検索長野県議会

検索長野県議会
●お問い合わせ、ご意見は県議会事務局調査課　TEL 026-235-7414（直通）　FAX 026-235-7363　Eメール chosa@pref.nagano.lg.jp　まで

県議会のホームページを
ご覧ください

県議会のホームページでは、①議員の紹介 ②議会の概要 ③定例会等の概要 ④本会議中継 ⑤会議録検索 
⑥こどものページ ⑦「こんにちは県議会です」（議会広報）  ⑧「フォト広場」（議会のできごとを写真で紹介）
を掲載しています。本会議やすべての委員会の会議録を掲載しています。また、最近の本会議の質疑内容は、映像と
音声を視聴することもできます。　●折込に関するお問い合わせ　㈱長野県折込広告センター　TEL 026-268-4566 携帯サイトはこちらから ➡

震災復興 ◆東日本大震災からの復旧・復興に向けた災害廃棄物の広域処理の　推進を求める意見書案 

福祉 ◆父子家庭に対する支援の拡充を求める意見書案 

産業・労働◆農業者戸別所得補償制度等の農業政策の見直しを求める意見書案 
◆若者の雇用対策の充実・強化を求める意見書案

　大震災による災害廃棄物の処理について、被災地においては処理能力が大幅に不足しており、広域処理の推進が不
可欠ですが、放射性物質に汚染された廃棄物の受入れによる、健康等への影響を懸念する国民も少なくありません。 
　こうしたことから、県議会では、放射性物質に汚染された廃棄物の処理に係る安全性や国の責任を明確に示した上で、
国民の理解が得られるよう十分に説明することを強く要請する意見書案を可決し、国に対して提出しました。

県議会 ◆政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する条例案

議会改革の一環として、政務調査費の月2万円の減額を平成25年3月まで延長しました。 

生活・環境◆集団的消費者被害回復に係る訴訟制度の早期創設を求める意見書案 
◆国民の祝日「山の日」の制定を求める意見書案

議 会 改 革議 会 改 革

新たな政策評価・事業点検
の仕組みづくり

新たな政策評価・事業点検
の仕組みづくり

　新たな総合5か年計画の策定に合わせ
て、政策評価・事業点検のあり方を議会
側と検討したいという知事の意向を受け、
県議会では、昨年11月に設置した長野県
議会中期総合計画研究会を窓口として、
意見交換を行っていきます。

《決算特別委員会の機能強化》
　決算特別委員会の審査機能の充実を図
るため、委員会の設置を9月から6月に早め、
充分な審査期間を確保することとしました。

◆「こんにちは県議会です（県政報告会・ふれあいミーティング）」を開催しました◆「こんにちは県議会です（県政報告会・ふれあいミーティング）」を開催しました

かん よう




